
布地における色彩と光沢

第三報　光電測定と視感測定の比較

木曽山かね 赤　池　照　子

緒 言

　先1の二回の報告に続いて・織物の光沢について考えを進めたいと思う。前回はAKA光電管比色

計を用いて・拡散反射率と白色度を見・更に自然光と螢光灯，及普通電球等の人工光線下における

布地を視感測定して合せて考察した。

　今回は前回の実験結果より考察して・前回に用いた村上色研のGloss　Meter　G　M－3を再び用

いて・布方向をいろいろにかえて拡散反射率の測定を行い・鏡面光沢度及び視感測定の結果と考え

合せて結論を見出したいと考えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　の　材　料

　実験用布は先の報文と同じ材料を用い，色彩が等しく材質の異るものと，材質が等しくして色彩

の異るものを用意した。これらの布地は，日本化繊検査協会中央検査所の　GENERAL　EIectric

Recording　Spectro　Photometerを用いて色彩の測定を行い。その測定結果より算出した数値は

JIS－Z　8701－1958の色表記として・前二回の報文に報告したので今回は略した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　測　　　定　　　器

　光電器は・村上色彩技術研究所製のGloss　Meter　GM　3形を用いた。外観構造は第1報　家政

大学研究紀要第2集・P34（1961）に報告したので略す。

　視感測定は今回は行わず，先に行った試料について検討を加えた。

実　験　の　方　法

　準備は次の通りである・光電測定用の布はたてよこの布目を通して10　cm四方の布を，一色につい

て三枚宛用意する。

　光度計のPanel正面の測定角を合せ，光源室前部の光源絞りを大きい穴に合せて取りつけ，受光

器の絞りは45°に調節して取りつける。切換つまみは拡散反射率測定用に合せる。試料台に光沢標

準板の（白タイルGS－50）をのせ・測定dialの目盛を光沢値86に合せる。電流を入れ，検流計指示

を0にする・Switchを切り光沢標準板を除く。試料台に実験用布をのせ，　Switchを入れ，検流計指

示を0にするよう測定dia1を調整し・Switchを切り，光沢値を読みとる。以上の順で白色の試料よ

り測定を始め，黒色の試料で一回の測定を終る。布目方向を一定にかえながら，測定をくりかえす。

一つの試料について3枚につき3回・布目方向を6回変えるので・一つの試料につき12回及至18回

の測定を行う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察

　Gloss　Meter　GM－3による測定結果は，上の第1表及び第2表の通りである。これを図に示し

たものが，第1図及び第2図で，布方向を示すために，たて布目の一方をPinkingしておいたので・

そのまま表及び図に示した。（測定の際の入射光は，左側45°方向より入る。）第1図はAcetate　Satin

のみを試料とした。同質で色相の異る場合である。これによると入射光とたて布目がXされた時が，

最も高い輝きを示していて，前回の測定実験において明度の高い色相の布地のよこ布目が・非常に

輝いた記録と一致する。
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　次の第2表及び第2図は黒，白，灰等の無彩色のAcetatesatin．綿Broad．　Rayon　45％，　Silk55％

の交織Satinの同色異質の測定結果である。何れの色も，　Acetate　Satinと混紡Satinが入射光と

試料がXされる際の反射率が非常に高い。綿Broadはあまりその差がない。更にAcetate　Satin

と交織Satinの両者を比較すると，視感測定で，きらきら輝くようなつやのあるAcetate　Satinは，

その測定値に非常に動きのあることが第2図の線グラフでよく察知することが出来る。

　これらの図から色相との関係をみるならば・第1図Acetate　Satin群の場合をみでも，明度の高

いものがGloss　Meterの測定結果では反射率が高い。又第二報で示した第4表による視感測定の

結果から考察すると，我々の肉眼に感ずるつやは，光電器での測定値の如く明度の高いものが反射

率が高いとは一概には云えないが，天然光下での視感測定の結果では，明度の高い色が明るく輝い

ていることがよくわかる。

　第3図は・織物のたて布目方向の表面から反射する45°～45°の鏡面反射（家政大学紀要第2集

P35第2表・第3表）の値と拡散反射率の0°～45°値の比を算出し，その数値を以てグラフを作製
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してみたものである。これによると，同色異質の例では黒が第一報で測定不能であったので算出で

きず除かれているが，質による光沢の差は明6かに表れたが，色彩が明るいと反射率が高いとは帝

人Acet・t・の場合は云えない・むしろ第二撫報告し槻感測定結果と一致し・黒やBeve「茶が

明るい。

　　　　　　　　　　　　　　　　む　　’す　　　び

　織物の光沢とは，布目方向により色々に変化した反射率を示し・まことに複雑である・我々の眼

はジ織物の表面から反射する鏡面反射と拡散反射とは，別々に分離して感じることはない。しかも

色と光沢とを同時にみて，それらが亙に関係し合い，影響し合って我々の目にとび込んでくる。し

たがって我々が拡散光沢度を算出しても，それを以て織物の？やを云々することは一つの便法にす

ぎない。織物の光沢度は45°～45°の鏡面反射光東と0°～45°の拡散反射光束との比で定義する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20一
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のがよいといわれるが，これも一方法である。また織物にはTextureがあり，一定方向よりの入

射光のもとでは，反射強度の大きい所と小さい所とがあって不均一な感じをもつ，織物の組織によ

って千変万化であろうことは想像にかたくない。この複雑な表面の光沢を測定するに，織物全体か

ら眼に入ってくる光の強度分布から光沢を考え，測定しようと考える傾向にうごいてきていて，そ

のためには，変角光度計を用いて三次元的変角光度を測定し，試料の回転反射光分布を以て・光沢

を云々することは私達にも考え易く，複雑な織物の光沢を理解し易いものとする一方法であろう。

　織物の光沢の測定には，まだ一定の規格がない。個々の織物によってその光沢は千変万化である

ことは，この二，三の試料の実験によっても伺うことができる。まして布方向をかえるならば一層

である。色彩が異っても組織が同じならば光沢はかわらないであろうという想定のもとに実験を始

めたが，実験にかかる前のその考えは大きく変らざるを得なかったことは，研究を終ろうとする現

在大きな収穫であったと考える。稿を終るに当り，御指導御助言賜った東京工業大学繊維工学科教

授・東昇博士，東京家政大学教授，冨下孝雄先生，測定にお力添下さった大阪化繊検査協会中央検

査所第2課長，遠藤啓先生に感謝申上げます。
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